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り
の
こ
え

と
の
広
報
部
門
・
人
事
部
門
と

い
う
企
業
の
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
た
ご
経
験
を
学
生
た

ち
の
指
導
に
活
か
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
も
う
お
一

人
、
経
済
学
部
の
海
老
島
均

先
生
に
も
セ
ン
タ
ー
専
担
教

員
の
陣
容
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
聞
学
科
の
ご
出
身
で
、
英

成
城
学
園
校
歌
に
由
来
す

る
「
と
り
の
こ
え
」
に
託
し

て
、
全
学
共
通
教
育
に
関
す

る
情
報
を
お
届
け
す
る
試
み

も
、
二
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
所

管
の
科
目
に
は
、
昨
年
度
と

異
な
る
点
が
二
つ
あ
り
ま

す
。第
一
は
、社
会
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
学
生
も
履
修

に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
第
二
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
科
目
の
刷
新
で
す
。

そ
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

科
目
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
概
論

を
担
当
さ
れ
る
の
は
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
セ
ン
タ
ー
の

専
担
教
員
と
し
て
加
わ
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
勝

又
あ
ず
さ
先
生
で
す
。
さ
っ

そ
く
本
号
に
も
登
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ソ
ニ
ー

語
の
共
著
書
も
お
持
ち
の
知

性
派
ラ
ガ
ー
マ
ン
で
す
。
成

城
大
学
の
体
育
教
育
を
力
強

く
牽
引
し
て
く
だ
さ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
そ
の
組
織
の
あ
り
方

か
ら
、
六
月
に
入
る
と
早
々

に
次
年
度
の
開
講
科
目
の
検

討
に
入
る
必
要
が
あ
り
、
今
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　『とりのこえ』では、みなさまからのご意
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ご意見・ご感想・寄稿募集

年
度
も
そ
の
作
業
に
着
手
し

ま
し
た
。
学
生
が
精
神
的
に

も
、
知
的
に
も
、
そ
し
て
身

体
的
に
も
元
気
が
出
る
よ
う

な
授
業
を
提
供
し
て
い
き
た

い
（
も
ち
ろ
ん
、
学
生
は
た

ん
な
る
消
費
者
で
は
な
く
、

か
れ
ら
が
積
極
的
に
関
わ
っ

て
こ
そ
そ
う
し
た
授
業
が
成

立
す
る
の
で
す
が
）
と
思
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
セ
ン
タ
ー
長
・
文
芸
学

部
・
林
田
伸
一
）

　

共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が

発
足
し
て
今
年
度
で
五
年
目
と

な
り
、
本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
も

徐
々
に
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
以
下
の
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

①
W
R
D
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

「
と
り
の
こ
え
」
二
年
目
を
迎
え
て

二
〇
一
一
年
度　

共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

主
な
事
業
に
つ
い
て

　

全
学
共
通
教
育
科
目
の
基
盤

と
な
る
科
目
で
あ
る
W
R
D

科
目
に
お
け
る
授
業
の
成
果
を

発
表
す
る
場
と
し
て
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
ま
す
。
W
R
D
科
目

の
授
業
に
お
い
て
利
用
で
き
る

よ
う
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
場
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
開

催
日
時
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
等
の
決
定

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
開
催
日
時
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
、
一
二

月
二
週
目
な
い
し
は
三
週
目

の
土
曜
日
午
後
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
記

録
等
を
残
す
た
め
に
、
本
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施
状
況
を
掲

載
し
た
報
告
書
を
作
成
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
作

成
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
コ
ン
テ
ス
ト
の

詳
細
な
内
容
つ
い
て
は
、

W
R
D
科
目
担
当
者
に
別

途
配
布
す
る
予
定
の
案
内
を

ご
覧
下
さ
い
。

　

②
紀
要
『
共
通
教
育
論
集

の
発
行
』

　
『
共
通
教
育
論
集
』
第
四

号
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

発
行
予
定
は
、
二
〇
一
二
年

三
月
で
す
。
第
四
号
で
も
、

通
常
通
り
原
稿
を
募
集
い
た

し
ま
す
が
、
F
D
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
紙
上
再
録
等
も

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

③
F
D
公
開
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
、
開
催

　

本
セ
ン
タ
ー
独
自
の

F
D
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
F
D
公
開
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
一
橋
大
学
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー
・
大
学
院
言

語
社
会
学
研
究
科
の
石
黒
圭

准
教
授
を
お
迎
え
し
、
講
演

と
討
論
を
行
い
ま
し
た
（
詳

細
は
、
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー

二
〇
一
〇
年
度
第
三
号
）。

今
年
度
も
、
同
様
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
す
る
予
定

で
す
。

　

④
『
成
城
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ス
タ
デ
ィ
ー
』
報
告
書
発
行

　

本
紙
二
頁
で
も
紹
介
し
て

い
る
『
成
城
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ス
タ
デ
ィ
ー
』の
報
告
書
を
、

「
成
城
学
」
の
成
果
と
し
て

二
〇
一
二
年
三
月
に
発
行
す

る
予
定
で
す
。

（
経
済
学
部
・
阿
部
勘
一
）
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二
〇
一
一
年
三
月
末
に
、

本
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
お

け
る
成
果
と
し
て
、『
成
城

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー

報
告
書
』
と
『
W
R
D
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
報
告
書
』
の
二
冊
を
発

行
し
ま
し
た
。

　
『
成
城
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス

タ
デ
ィ
ー
報
告
書
』
は
、
全

学
共
通
教
育
科
目
の
成
城
学

Ⅳ
と
Ⅴ
と
し
て
開
講
さ
れ
て

い
る
「
成
城
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ス
タ
デ
ィ
ー
」
の
授
業
で
行

わ
れ
た
成
果
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
全
学
共
通
教
育
科

目
の
科
目
群
の
一
つ
で
あ
る

成
城
学
と
は
、
成
城
大
学
独

自
の
特
色
を
持
つ
科
目
群
と

し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
成

城
大
学
、
成
城
学
園
の
教
育

の
特
色
に
関
連
し
た
内
容
は

も
ち
ろ
ん
、
成
城
と
い
う

街
、
地
区
や
環
境
に
関
す
る

テ
ー
マ
に
関
連
し
た
授
業
を

行
う
科
目
群
と
し
て
置
か
れ

て
い
ま
す
。

　

成
城
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ

デ
ィ
ー
は
、
受
講
生
が
成
城

学
園
の
O
B
や
O
G
の
方

に
成
城
学
園
の
景
観
や
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
こ
と
に
つ
い
て

直
接
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行

い
、
そ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を

も
と
に
分
析
、
考
察
し
、
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
と
い
う

授
業
内
容
で
、
二
〇
〇
六
年

度
の
科
目
開
設
以
来
、
文
芸

学
部
の
東
谷
護
准
教
授
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

科
目
開
設
以
来
、
毎
年

報
告
書
を
発
行
し
、
今
回

二
〇
一
〇
年
度
の
報
告
書

で
五
冊
目
と
な
り
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
度
は
、
受
講

者
が
二
つ
の
班
に
分
か
れ

て
、
最
終
的
な
報
告
書
の
作

成
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
、
成
城
の
街
を
歩
い
た

り
、
同
窓
会
事
務
所
に
相
談

す
る
な
ど
し
て
、
自
分
た
ち

で
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
す
る
方
を

探
し
、
収
録
し
た
録
音
を

文
字
に
起
こ
し
、
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
内
容
を
分
析
、
考
察

し
た
結
果
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
成

城
の
街
に
住
ん
で
い
る
方

と
、
本
学
の
卒
業
生
の
お
二

方
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
、
成

城
の
町
並
み
や
景
観
の
変

化
、
在
学
中
の
活
動
な
ど

か
ら
、「
成
城
」
に
つ
い
て

考
察
し
た
内
容
と
な
り
ま
し

た
。

　
『
W
R
D
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
報
告
書
』

は
、
W
R
D

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
ま

と
め
た
も
の
で

す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
結
果
、
当

全学共通教育科目「成城学」

成城フィールド・スタディー報告書

－ 2010 年度－

目次

　はしがき

　序

　第 1 章　成城に住む人々のつながり

　第 2 章　桜並木ができるまで

　おわりに　社会調査実習に求められる

　　　　　　指導の二面性

　あとがき

全学共通教育科目「WRD」

プレゼンテーションコンテスト報告書

－ 2010 年度－

目次

　はしがき

　1　WRD プレゼンテーションコンテスト

概要
（※ 2009 年度実施の第１回 WRD プレゼンテーション
コンテスト概要を含む）

　2　WRD プレゼンテーションコンテスト

審査員・担当教員　コメント集

　3　WRD プレゼンテーションコンテスト

プレゼンテーション内容

日
審
査
を
担
当
さ
れ
た
先
生

方
と
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
た
ク
ラ
ス
の
担
当
教
員
に

よ
る
コ
メ
ン
ト
・
雑
感
と
、

各
チ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
使
用
し
た
ス
ラ
イ

ド
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

用
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
W
R
D
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
本
ニ
ュ
ー
ズ

レ
タ
ー
二
〇
一
〇
年
度
第
三

号
な
ど
で
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。

　

各
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

本
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
な
ど
可

能
で
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
本
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
関
し
ま
し

て
は
、
当
日
の
内
容
を
収
録

し
た
D
V
D
も
あ
り
ま
す
。

閲
覧
な
ど
に
つ
い
て
は
、
報

告
書
同
様
、
本
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
経
済
学
部
・
阿
部
勘
一
）

『
成
城
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
』

『
W
R
D
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』
報
告
書
発
行
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「
成
城
大
学
就
業
力
育
成

･

認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

二
〇
一
一
年
度
よ
り
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
部

科
学
省
が
二
〇
一
〇
年
度
に

募
集
し
た
「
大
学
生
の
就
業

力
育
成
支
援
事
業
」
に
申
請

し
採
択
を
受
け
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
年
度
よ
り
開
始

し
た
も
の
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
概
念

の
理
解
と
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
た
体
験
型
の

科
目
か
ら
な
る
「
就
業
力
基

礎
科
目
」、
勤
労
観
や
職
業

観
の
醸
成
を
目
的
と
し
た

「
就
業
力
発
展
科
目
」、
そ
し

て
、
時
事
英
語
、
時
事
問
題
、

経
済
や
会
計
、
法
律
な
ど
に

関
す
る
知
識
を
学
ぶ
「
就
業

力
強
化
科
目
」
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
科

目
は
、
全
学
共
通
教
育
科
目

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

四
月
に
は
一
年
生
全
員
を

対
象
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行

い
、
そ
の
後
、
定
員
を
超
え

る
申
し
込
み
か
ら
一
六
〇
名

の
メ
ン
バ
ー
が
抽
選
で
選
ば

れ
ま
し
た
。
軌
道
に
乗
っ
た

今
、
メ
ン
バ
ー
は
大
変
熱
心

に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度

前
期
に
開
講
し
た
科
目
は
、 

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
概
論
Ⅰ
」

（
勝
又
） 

、「
キ
ャ
リ
ア
形
成

概
論
Ⅱ
」（
森
隆
史
先
生
）、

「
時
事
英
語
」（
富
田
裕
子
先

生
）
で
す
。
今
年
度
後
期
に

は
、「
ス
タ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ⅰ
〈
街
づ
く
り
〉」「
ス
タ
ー

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ
〈
企
業

提
案
〉」「
ス
タ
ー
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
Ⅲ
〈
起
業
〉」
が
開

成
城
の
就
業
力
。

『
成
城
大
学
就
業
力
育
成
・
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
始
動

講
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
授
業
や
行
事
を
通
し

て
「
成
城
の
就
業
力
。」

の
本
質
を
、
メ
ン
バ
ー

が
自
ら
見
出
し
、
意
味

づ
け
て
い
ま
す
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
概

論
Ⅰ
」
の
授
業
で
は
、

一
六
〇
名
が
一
斉
に
ペ

ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
す
。
毎
回
、
知

り
合
い
で
な
い
人
の
隣
に
自

ら
座
り
、
多
様
な
考
え
方
や

価
値
観
を
聴
き
、
自
分
の
枠

を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。
時
に

は
、
代
表
者
が
マ
イ
ク
を
持

ち
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意

見
を
自
分
の
言
葉
で
表
現

し
、
教
室
に
は
一
体
感
が
生

ま
れ
ま
す
。授
業
を
超
え
て
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
や
ろ
う
と

い
っ
た
提
案
も
あ
る
ほ
ど
で

す
。
見
学
さ
れ
た
他
大
学
の

講
師
は
「
学
生
の
ワ
ー
ク
に

取
組
む
ス
ピ
ー
ド
」
に
感
動

さ
れ
、
取
材
に
訪
れ
た
雑
誌

記
者
は
、
学
生
の
「
漠
然
と

し
た
テ
ー
マ
か
ら
話
を
発
展

さ
せ
る
力
」
を
高
く
評
価
し

ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

運
営
に
あ
た
り
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
「
就
業
力
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
公
募
し
、
二
一
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
去
る
六

月
一
九
日
（
日
）
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
成

城
の
就
業
力
。
説
明
会
」
を

こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
企
画
進

行
し
て
く
れ
ま
し
た
。
配
付

資
料
の
作
成
、
会
場
案
内
、

在
学
生
代
表
ス
ピ
ー
チ
、
会

の
撮
影･

編
集
、
そ
し
て
受

験
生
か
ら
の
相
談
に
も
直
接

対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
説
明
会
に
は
計
一
〇
〇
名

を
超
え
る
受
験
生
と
保
護
者

が
訪
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
に
は
、「
学
生
が
リ
ハ
ー

サ
ル
を
重
ね
な
が
ら
本
番
に

臨
む
、
そ
の
意
欲
が
伝
わ
っ

て
き
た
」、「
教
職
員
と
学

生
の
一
体
感
に
感
銘
を
受
け

た
」
と
い
っ
た
有
難
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
学
生
が
授
業
の

空
き
時
間
を
利
用
し
て
就
業

力
育
成
支
援
室
に
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
て
わ
ず
か
二
ヶ

月
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
な
が
ら
目
に
見
え
る
成
果

を
次
々
と
残
し
て
く
れ
て
い

オープンキャンパス 説明会 にて
（６月 19 日（日））

ま
す
。キ
ャ
リ
ア
形
成
に
は
、

優
劣
も
正
解
も
必
勝
法
も
な

い
…
。
自
分
の
道
を
自
分
で

切
り
開
い
て
い
く
、
そ
の
力

を
互
い
に
育
む
場
を
、
学
生

自
身
が
形
成
し
て
い
ま
す
。

（
共
通
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
・
勝
又
あ
ず
さ
）
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体
育
実
技
科
目
で
「
体
力
テ
ス
ト
」
実
施
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特任教授 齋藤　武捷 教職

　

体
育
実
技
科
目
で
は
、
毎

年
前
期
に
全
て
の
種
目
の
授

業
で
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
も
開
講

後
三
週
目
に
当
た
る
五
月

一
六
日
～
二
〇
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

体
力
テ
ス
ト
は
、
文
部
科

学
省
（
当
時
は
文
部
省
）
が

一
九
六
四
年
か
ら
「
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス
ト
」
の
名
称
で
実
施

さ
れ
て
き
た
も
の
で
、「
体

力
診
断
テ
ス
ト
」
と
「
運
動

能
力
診
断
テ
ス
ト
」
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の

体
育
科
で
は
、
一
九
六
四
年

度
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

の
う
ち
「
体
力
診
断
テ
ス

ト
」
の
部
分
を
、
一
、二
年

生
を
対
象
に
（
当
時
は
体
育

実
技
科
目
は
必
修
）
一
コ
マ

分
を
使
っ
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
三

年
度
の
新
入
生
か
ら
、
体
育

実
技
科
目
が
選
択
科
目
と
な

る
の
に
伴
い
、「
体
力
診
断

テ
ス
ト
」
の
対
象
者
は
、
一

～
四
年
の
履
修
希
望
者
へ
と

変
化
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、文
部
科
学
省
は
、

一
九
九
九
年
の
体
力
・
運
動

能
力
調
査
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ

テ
ス
ト
」
を
改
訂
し
て
「
新

体
力
テ
ス
ト
」
を
導
入
し
、

本
学
で
も
、
二
〇
〇
〇
年
度

か
ら
「
新
体
力
テ
ス
ト
」
を

導
入
し
て
、
体
育
実
技
の
履

修
学
生
の
体
力
測
定
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
本
学
で
実
施
し
て
い

る
体
力
テ
ス
ト
は
、
文
部
科

学
省
の
「
新
体
力
テ
ス
ト
」

に
準
拠
し
、①
握
力
（
筋
力
）

②
上
体
起
こ
し
（
筋
力
・
筋

持
久
力
）③
長
座
体
前
屈（
柔

軟
性
）
④
反
復
横
と
び
（
敏

捷
性
）
⑤
二
〇
ｍ
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
（
持
久
力
）
⑥
垂
直
と

び
（
瞬
発
力
、
跳
躍
力
）
の

六
種
目
（
カ
ッ
コ
内
は
測
定

す
る
体
力
の
種
別
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
新
体
力
テ
ス

ト
」
で
は
、
瞬
発
力
を
測
定

す
る
手
段
と
し
て
立
ち
幅
と

び
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、

本
学
で
は
、
過
去
の
デ
ー
タ

と
の
比
較
を
可
能
に
す
る
た

め
に
垂
直
と
び
を
（
継
続
し

て
）
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
テ
ス
ト
は
、
学
生
が

自
分
の
体
力
の
現
状
を
知
る

機
会
を
与
え
た
り
、
学
生
が

体
育
実
技
の
授
業
を
受
け
る

と
き
の
目
安
や
目
標
設
定
に

役
立
て
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

学
生
の
デ
ー
タ
を
統
計
的
に

処
理
し
、
体
育
科
に
お
け
る

研
究
活
動
に
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
端
は
、『
成

城
大
学
共
通
教
育
論
集
』
第

一
号
に
、
論
文
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
経
済
学
部
・
阿
部
勘
一
）


